
学校番号 2004 

令和５年度 家庭科 

 

教科 家庭 科目 子どもの発達と保育 単位数 2単位 年次 3年次 

使用教科書 子供の発達と保育  （実教） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・乳幼児・子どもの発達の特性や発達過程を理解し、実習を通して保育に関する技術を習得させる。また、子育てを

取り巻く環境についての現状を認識させ問題点を探らせ、子育て支援に寄与する能力と態度を育てる。 

・プリント学習やグループ討論などを通じて、「聞く→考える→伝える」力を養う。 

 

２ 学習の到達目標 

・子供の発達の特性や発達過程、保育などに関する知識と技術を習得させ、子供の発達や子育て支援に寄与する能力

と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

子供の発達と保育につい

て関心を持ち、実践的・体

験的な活動を通して、意

欲を持って学習活動に取

り組んでいる。 

子供を生み育てることや、

子供の発達を支える親・家

族の役割や、地域や社会の

子育て支援について認識

させ、課題を見出し、思考

を深め、適切に判断し、自

身の考えを表現する能力

を身に付けている。 

子供と触れ合ったり、子

育て支援を行っている

人々と交流を図ったり

する学習を通して、子供

を取り巻く問題につい

て調査し、情報を収集・

整理することができる。 

乳幼児の身体の特徴や

発達段階による特徴を

理解するとともに、子

供の行動や生活に関す

る基本的な事項につい

て理解し、親として子

供と共に育つために必

要な知識を身に付けて

いる。子供の発達と生

活、子供の福祉などに

ついても理解してい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察  

プリント等の記述   

ワークシート 

 

学習状況の観察  

プリント等の記述 

ワークシート 

実習レポート 

学習状況の観察 

プリント等の記述 

ワークシート 

実習参加態度の観察 

実習レポート 

実習作品・記録表 

学習状況の観察 

プリント等の記述 

ワークシート 

確認小テスト 

定期考査の結果等  

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 期 

単
元

名 学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

子
供
の
発
達
の
特
性 

○発達と乳幼児期の意義  

・子供の発達 

・乳幼児期の特徴 

〇発達と保育環境 

・発達と保育環境のかかわり 

・保育環境を整える 

○児童観と発達観 

・児童観・発達観とは 

・今日の児童観・発達観 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a:子どもの発達について、興味･関心を持ち、特

に乳幼児期の発達についての概略を学ぼうとして

いる。  

b:現代における発達観を踏まえて、自分自身が現

在どのような児童観･発達観を持っているのか、

客観的に分析して考察できる。  

c:乳幼児期に適した衣食住について、情報を収集

し整理し、適切な生活の計画ができる。  

d:乳幼児期が人間の発達の基礎を培う重要な時期

であることを理解している。乳幼児を取り巻く環

境の重要性について理解している。  

・学習状況の

観察 

 

・プリント等の

記述 

 

・ワークシー

ト 

 

・定期考査 

子
供
の
発
達
の
過
程 

〇子供の発達 

・胎児の発育・発達  

・乳幼児の身体的特徴 

・乳幼児の生理的特徴 

（ 沐浴実習 ） 

・発達の評価  

○子供の精神発達  

・運動機能と感覚機能の発達 

・知的発達 

・言葉の発達 

・情緒の発達 

○人間関係の発達  

・愛着関係の形成 

・人間関係の広がり 

・子供の人格形成 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

      

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:発達に関わる適切な対応の仕方を学ぼうとして

いる。子供の生活に関心を持ち、理解しようとし

ている。 

b:子供の発達には人々との関わりを中心にさまざ

まな条件や要素が必要であることを理解し、その

関わり方について考えを深めている。 

c:発育･発達を支配する因子を理解し、発達の順序

性や方向性について具体例を挙げながら説明する

ことができる。 

d:乳幼児の身体的・生理的は発達の特徴について

理解している。健康で安全に生活するために必要

な知識を身につけている。 

・学習状況の

観察 

・プリント等の

記述 

 

ワークシート 

 

実習参加 

態度の観察 

 

・宿題提出 

 

・定期考査 

子
供
の
生
活 

○生活と養護 

・ 生活と健康 

  

・栄養と食事 

・食習慣の形成 

 （ 幼児食実習 ） 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

a:子どもの生活について関心を持ち、実践的・体

験的な活動を通して意欲的に学習に取り組もうと

している。  

b:子どもの生活の健康や安全面などに関して家庭

や地域の中から課題を見つけ、その解決策を考え

ている。  

・学習状況の

観察 

 

・プリント等の

記述 

 



後
期 

・衣生活と育児用品 

○子供の遊び 

・生活と遊び 

・遊びの援助 

 （ おもちゃ作り ） 

○生活習慣の形成 

・生活習慣の意義 

・基本的生活習慣 

・社会的生活習慣 

○健康管理と事故防止 

・日常の健康管理 

・病気の看病と予防 

・事故防止と応急処置 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

c:子どもと適切に関わることができ、子どもの健

やかな発達を支える技術を身に付けている。  

d:子どもの生活習慣について理解し、保育につい

て必要な知識を身に付けている。  

・ﾜｰｸｼｰﾄ   

実習参加 

態度の観察 

 

・実習作品 

 

・定期考査 

 

子
供
の
保
育 

○保育の意義と重要性 

・保育とは 

・人間形成と保育 

○家庭保育と集団保育 

・家庭保育 

・集団保育  

〇保育の方法 

・保育者の役割とは 

・指導のポイント 

 （ 保育実習 ） 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a:子どもの保育について関心を持ち、実践的・体

験的な活動を通して意欲的に学習に取り組もうと

している。  

b:子どもの成長には家庭保育や集団保育が重要で

あることを理解し、その関わり方について考察し

ている。  

c:発達の観点から、子どもの行動などを見て、特

有の行動パターンや感情表出などを推察して子ど

もの行動を理解し、子どもとの関わり方に生かす

ことができる。  

d:子どもの保育について理解し、家族・地域・社会

の果たす役割を認識するために必要な知識を身に

付けている。  

・学習状況の

観察 

 

・プリント等の

記述 

 

・定期考査 

 

子
供
の
福
祉 

〇子供の福祉  

・児童福祉の理念 

・児童福祉に関する法律 

・児童福祉のための機関・施設 

〇子育て支援 

・社会的支援の必要性 

・児童虐待とその予防 

・これからの子育て支援 

・子育て支援の課題 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

a:子育て支援に関わる法律・制度・機関等につい

て関心を持ち、意欲的に学習に取り組もうとして 

いる。  

b:子供を健やかに育てていくためには、具体的な

施策が必要であることがわかり、今後の施策の方

向性などを判断することができる。  

c:現代における子ども･子育てに関わる問題点や

解決策について自信で情報を収集することができ

る。・整理したり、参加したりする技術を身に付け

ている。  

d:児童福祉の考え方やそれに関わる制度などの知

識を身に付けている。 

・学習状況の

観察 

  

・プリント等の

記述 

 

ワークシート 

 

・定期考査  

 

※ 表中の観点について  a:関心・意欲・態度     b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目にお

いて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


